評価規準・評価基準の具体例作成にあたって
① はじめに

　平成22年5月11日付「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」において，小学校理科の評価の観点が，次のように示されました。

	観
点
	自然事象への関心・意欲・態度
	科学的な思考・表現
	観察・実験の技能
	自然事象についての知識・理解

	趣
旨
	自然に親しみ，意欲をもって自然の事物・現象を調べる活動を行い，自然を愛するとともに生活に生かそうとする。
	自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって事象を比較したり，関係付けたり，条件に着目したり，推論したりして調べることによって得られた結果を考察し表現して，問題を解決している。
	自然の事物・現象を観察し，実験を計画的に実施し，器具や機器などを目的に応じて工夫して扱うとともに，それらの過程や結果を的確に記録している。
	自然の事物・現象の性質や規則性，相互の関係などについて実感を伴って理解している。


　従来の観点と比べると，「科学的な思考」が「科学的な思考・表現」へ，「観察・実験の技能・表現」が「観察・実験の技能」へと改訂されています。このことに関して，平成22年3月24日付「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」では，次のような考え方が示されています。
	〈「技能」の観点について〉

基本的には，現在の「技能・表現」で評価している内容は引き続き「技能」で評価することが適当である。
〈「思考・表現」の観点について〉

単に文章，表や図に整理して記録するという表面的な現象を評価するものではなく，例えば，自ら取り組む課題を多面的に考察しているか，観察・実験の分析や解釈を通じ規則性を見いだしているかなど，基礎的・基本的な知識・技能を活用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，記録，要約，説明，論述，討論といった言語活動等を通じて評価するものであることに留意する必要がある。


　平成23年度用「わくわく理科」各単元における評価規準・評価基準の具体例は，上記の観点と趣旨，考え方に従って，次のような方針で作成しましたので，指導の実際に応じて適宜修正してご利用いただければと存じます。
② 評価規準について

　評価規準の具体例は，教科書の学習展開に合わせて，各単元の指導計画に沿った形で作成しました。

○評価規準は，各『時』（一続きの学習展開）に対応するように割り振っています。

　→数が多くなると負担となりますので，1時間につき1～2個を基本としました。

○それぞれの評価規準は，それを評価するのにいちばん適切な『時』に割り振りましたが，実際には，その『時』と限定せず，長期的な目でも評価していく必要があります。

→例えば，「関心・意欲・態度」の観点は，単元導入時に評価するほか，その関心・意欲が最後まで持続するか，態度として身についたかは，単元末などにも再評価する必要があります。

○評価の観点は相互に関連するため，類似の内容を，別の観点として設定している場合もあります。

→例えば，「条件に着目」する内容は，おもに「思考・表現」の観点として設定していますが，「条件に着目して実験を計画」する場面で「実験の計画」を特に丁寧に扱っている場合などには，「技能」の観点として設定していることがあります。

○単元末の「学習をまとめよう」には，評価規準を設定していません。

→単元の学習全体を振り返る場面ですので，全観点の再評価をしていただきたいと思います。

※「評価規準」と「本時の目標」の対応
　それぞれの『時』の「本時の目標」は，指導書の「指導案（研究編）」「朱書きのページ（要点編）」に掲載しますが，その内容は，「評価規準」と共通としました。
→「指導と評価の一体化」に鑑みて，それぞれの『時』に割り振った「評価規準」の内容を，その『時』の「本時の目標」として設定しています。なお，文末表現は，「評価規準」においては「～している」など，「本時の目標」においては「～できる」「～する」などで統一しています。
③ 評価基準について

　評価基準は，②の評価規準をもとにして，実際の授業を想定しながら例示しました。

○Ａ評価（十分満足できる）とＢ評価（おおむね満足できる）を具体的に判断できるように，Ａ基準とＢ基準を設定しました。以下は，その判断基準の一例です。

・関心をもつ対象の広さや深さ，学習への自主性など
・思考・判断の根拠や論理の確かさ，考えの表現の的確さなど
・器具の操作の的確さや丁寧さ，観察・実験の過程や結果の記録の詳しさやわかりやすさなど
・理解の広さや深さなど
→Ａ基準については，各単元に例示した判断基準以外にも，上記の基準を参考に柔軟な評価をしていただきたいと思います。例えば，「複数のものを調べたい」場合と「1つのものをより詳しく調べたい」場合では，どちらも関心のもち方がＢ評価より高いと考え，Ａ評価と判断できます。

○Ｂ基準に達していない場合がＣ評価となりますので，Ｃ基準は例示していません。代わりに「Ｂ基準に達していない場合の手立て」を掲載しています。

→「Ｂ基準に達していない場合の手立て」では，つまずきやすい場面を中心に，具体的な方法を例示しています。「虫眼鏡で日光を見てしまう場面」など，絶対にあってはならない場面を前提にした例示はしていません。安全配慮については特に注意して教科書や指導書を作成していますので，安全指導は，すべての子どもに周知させてから授業を行っていただきますようお願いいたします。

（評価について，詳しくは指導書「総説」にも掲載します。）

